
 『日野川水系大規模氾濫時のタイムライン検討会』の発足式を開催  

 平成２９年１１月１６日（木）に、日野川流域における防災関係機関等が連携し、事前の行動計画を検討する「日野川水系大規模氾濫時

のタイムライン検討会」の発足式を開催しました。 
 当日は、米子市、伯耆町、南部町、日吉津村および鳥取県などの行政機関、バスや鉄道などの公共交通事業者、電気・通信等のインフ

ラ事業者、マスコミ関係者、福祉施設事業者など検討会構成機関の２８機関、約７０名が出席しました。 
 発足式では、中国地方整備局の河川部長、伯耆町長、南部町長、日吉津村長等の挨拶に続き、鳥取大学 黒岩教授より「これからの防

災と減災に向けて」と題して講演をいただきました。 
 検討会では、日野川流域の特性を踏まえ、「洪水」、「内水」の２つの事象を想定したタイムラインを検討し、平成３０年５月に策定する予

定です。 

 

 
 

 
  

日野川河川事務所 
平成２９年１１月１７日 

若林河川部長 森安伯耆町長 陶山南部町長 石日吉津村長 真木鳥取地方気象台長 

【開式の辞】 【挨拶】 

錦織米子市建設部長  山口県土整備部長 

【閉式の辞】 

 【報道（ＮＨＫ）】 
【講演】「これからの防災と減災に向けて」 

黒岩鳥取大学教授 講演風景 
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